(別添様式１- １)
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　　項：企画開発費　　目：国際化推進費
	事業名: 外国青年招致事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　総合企画部　国際課　地域国際化担当　電話番号：058-272-1111（内2355）

　　　　　　　E-mail：c11129@pref.gifu.lg.jp 

	事業費


　要求額：29,407千円（前年度予算額：29,061千円）

	事業内容


	１　事業の内容


外国語教育の充実と地域レベルの国際交流の進展、多文化共生の推進を図ることを目的に、「語学指導等を行う外国青年招致事業」[ＪＥＴプログラム（Japanese Exchange and Teaching Programme）]により外国青年を19名招致し、県庁関係課（国際課、観光・ブランド振興課）、（財）岐阜県国際交流センター、情報科学技術大学院大学、県立高等学校12校に配置する。
	２　所要経費


（１）国際交流員設置費　22,489千円

　　・国際課所管の国際交流員5名（英語圏2、中国1、ブラジル1、フランス1）の報酬、共済費
（２）外国青年受入事業費　3,552千円

　　・国際課所管の国際交流員5名の受入・帰国に要する経費、研修旅費、活動費、外国青年オリエンテーション事業費等

（３）財団法人自治体国際化協会負担金　3,366千円

　　・県招致外国青年19名の受入れに係る負担金

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅲ　誰もが活躍できるふるさと岐阜県づくり

５　外国籍県民にとっても暮らしやすい地域をつくる

・各種行政情報の多言語化を進める
	２　これまでの取組状況


昭和62年度に、地方公共団体と総務省、外務省、文部科学省、財団法人自治体国際化協会が協力し、外国語教育の充実と地域レベルの国際交流の進展を図ることを目的として「語学指導等を行う外国青年招致事業（ＪＥＴプログラム）」が開始され、本県も当初から同事業に参加し、平成23年度で25年目を迎えた。今までに、延べ2,686人の外国青年を招致し、県内高等学校での外国語指導、地域レベルの国際交流に従事させた。

	３　これまでの取組に対する評価


当該事業の外国青年はこれまで外国語教育はもとより国際理解教育などによる地域の国際化の推進（草の根交流）に貢献してきた。また、他の都道府県と比較して、県内人口に占める在住外国人の割合が多い当県において、国際課所管の国際交流員5名は、年間約200件の行政文書等の多言語化を行うなど、行政情報の多言語化による在住外国人の生活支援や多文化共生の推進に不可欠な人材となっており、今後も継続して外国青年を招致する。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	29,061
	0
	0
	0
	0
	0
	117
	0
	28,944

	要求額
	29,407
	0
	0
	0
	0
	0
	117
	0
	29,290

	決定額
	29,407
	0
	0
	0
	0
	0
	117
	0
	29,290


